
 

 
東
京
に
お
け
る
住
宅
の
賃
貸
借
に
係
る
紛
争
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則 

 

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日 

東
京
都
規
則
第
九
十
二
号 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
東
京
に
お
け
る
住
宅
の
賃
貸
借
に
係
る
紛
争
の
防

止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
五
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
説
明
事
項
等
） 

第
二
条 

条
例
第
二
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。 

 

一 

退
去
時
に
お
け
る
住
宅
の
損
耗
等
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
間

の
特
約
が
あ
る
場
合
又
は
賃
借
人
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
復

旧
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
を
除
き
、
賃
貸
人
が
行
う
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
。 

二 

住
宅
の
使
用
及
び
収
益
に
必
要
な
修
繕
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
間
の

特
約
が
あ
る
場
合
又
は
賃
借
人
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
修
繕

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
を
除
き
、
賃
貸
人
が
行
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

三 

当
該
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
賃
借
人
の
負
担
と
な
る
事
項 

２ 

条
例
第
二
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
賃
借
人
の
入
居
期
間

中
の
設
備
等
の
修
繕
及
び
維
持
管
理
等
に
関
す
る
連
絡
先
と
な
る
者
の
氏

名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
商
号
又
は
名
称
）
及
び
住
所
（
法
人
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
と
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
説
明
を

適
正
に
行
う
た
め
に
必
要
な
事
項
を
示
す
も
の
と
す
る
。 

 

（
勧
告
） 



 

第
三
条 

条
例
第
五
条
の
勧
告
は
、
勧
告
書
（
別
記
様
式
）
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。 

 

（
公
表
） 

第
四
条 

条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
東
京
都
公
報
へ
の

登
載
そ
の
他
広
く
都
民
に
周
知
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

公
表
す
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

 

一 

勧
告
を
受
け
た
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
商
号
又
は
名

称
及
び
代
表
者
の
氏
名
） 

  

二 

勧
告
を
受
け
た
者
の
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
） 

 

三 

勧
告
の
内
容 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

 

（
意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
） 

第
五
条 

条
例
第
六
条
第
二
項
の
意
見
を
述
べ
、
証
拠
を
提
示
す
る
機
会
（
以

下
「
意
見
陳
述
の
機
会
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
そ
の
方
法
は
、
知
事
が

口
頭
で
す
る
こ
と
を
認
め
た
場
合
を
除
き
、
意
見
及
び
証
拠
を
記
載
し
た

書
面
（
以
下
「
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 

２ 

知
事
は
、
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
る
と
き

は
、
意
見
書
の
提
出
期
限
（
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
を
行

う
場
合
に
は
、
そ
の
日
時
）
ま
で
に
相
当
な
期
間
を
お
い
て
、
当
該
勧
告

を
受
け
た
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。 

 

一 

公
表
し
よ
う
と
す
る
内
容 

 

二 

公
表
の
根
拠
と
な
る
条
例
等
の
条
項 

 

三 

公
表
の
原
因
と
な
る
事
実 

 
四 

意
見
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限
（
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会

の
付
与
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
出
頭
す
べ
き
日
時
及
び
場

所
） 



 

３ 
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
以
下
「
当
事
者
」
と
い
う
。
）

又
は
そ
の
代
理
人
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
に
は
、
知
事
に

対
し
、
意
見
書
の
提
出
期
限
の
延
長
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時
若
し
く
は
場

所
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
又
は
職
権
に
よ
り
、
意
見
書
の
提

出
期
限
を
延
長
し
、
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時
若
し
く
は
場
所
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

知
事
は
、
当
事
者
に
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
た
と
き
は
、

当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
陳
述
の
要
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
す
る

も
の
と
す
る
。 

６ 

代
理
人
は
、
そ
の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
、
意
見
書
の
提
出
期
限
又

は
出
頭
す
べ
き
日
時
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

知
事
は
、
当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
が
正
当
な
理
由
な
く
意
見
書
の
提

出
期
限
内
に
意
見
書
を
提
出
せ
ず
、
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時
に
口
頭
に
よ

る
意
見
陳
述
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
公
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      



 

別記様式（第３条関係） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（日本工業規格Ａ列４番） 

第     号 
年  月  日 

         あて 
 

東京都知事    □印 
 

勧    告    書 
 
あなたが       住宅の賃貸借に係る    の業務において、東京に

おける住宅の賃貸借に係る紛争の防止に関する条例第 条に違反する事実が

あったので、同条例第５条の規定により下記のとおり勧告します。 

なお、勧告に従わないときは、同条例第６条第１項の規定により、あなた

の氏名又は商号その他必要な事項を公表することがあります。 

 
記 

 
１ 物件名及び 
  その所在地 
 
２ 取引関係者    貸主 
             借主（予定） 
 
３ 契約 (予定 )日         年   月   日 
 
４ 違反と認め 
られる理由 

 
５ とるべき措置 
 
６ 報 告 

代理
媒介

行っている
行 っ た 


